
①橋のそぐ横のスペースに駐車。橋のところから入渓でき
るが、倒木が多いため、右岸にある林道を堰堤まで登り、
越えてから入渓したほうがいい。
②380ｍ辺りの二俣。左俣に堰堤が見える。堰堤を越えて
入渓する。
③右岸巻き。

④左岸にあるルンゼを巻く。テープがありそれに沿って巻く
が、本流から離れて行ったので、尾根に上がり、懸垂で二
ノ滝の上に下りる。探せば懸垂しなくても下りる場所はある
と思う。テープから離れてからは注意が必要。

⑤右岸はスラブ状の岩、少しやらしい。左岸の巻きも少し
注意が必要。尾根の上に登山道があり、滝の上に下りれる。
⑥560ｍ辺りの三俣。中俣が本流。右俣に入る。
⑦600ｍ辺りの二俣。右俣に入る。この二俣の手前に枯れ
た枝沢が右手にある。
⑧680ｍ辺りの二俣。左俣に入りコルに上がる。水は少し
流れている。沢装備を解除する。

遡行日：２０１６年５月８日
遡行グレード：初級
おすすめ度：★★ ☆☆☆（二ノ滝と三ノ滝は立派）
登攀具：懸垂をしたため30mロープを1本使った。
ヒル：いなかった
下山：林業の道に注意
交通：R169→52号線
温泉：きなりの湯

行動時間
7：10駐車地→8:00一ノ滝→8:19二ノ滝→9:15三ノ滝→600ｍ辺りの二俣（右俣）
→10：30 740ｍ辺りのコル→10:48丸尾山→11:26一の水峠→12:27駐車地
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倒木

②

一ノ滝 15ｍ

420ｍ辺りの二俣。右俣

二ノ滝

③

10m釜

ナメ

三ノ滝。5m釜あり。

ナメ

④

三俣。右俣に入る。釜あり。

⑤

二俣、右俣に入る

二俣。左俣に入る

巨岩群 左岸巻き

⑥

⑦

⑧

下山
750ｍ辺りのコルから丸尾山までは急登。道は不明瞭。

丸尾山から一の水峠まで登山道あり。テープはあるが林
業のテープもあり注意が必要。
一の水トンネルまでは石畳で、両サイドは伐採されている。
林道を駐車地まで戻る。

二俣、左俣に入る



駐車地


